

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日　　本 アメリカ イギリス 西ドイツ ・ラソ刈イ・・ア
1968（S．43）
　69（S．44）
　70（S．45）
　71（S．46）
　72（S．47）
　73（S．48）
　74（S．49）
　75（S．50）
58．1％
56．2
56，1
56．6
54．9
53．8
63．2
64．4
18．0％
17．7
16．4
15．9
15．9
19．4
31．5
33．4
26．8％
26．0
25．6
25．6
23．1
23．3
31．2
27．1
25．7％
23．4
22．2
21．9
19．8
23．3
31．7
28．3
26．1％
23．4
23．　8
24．6
23．1
22．9
33．2
31．3
36．0％
33．5
31．3
32．1
29．9
30．4
41．9
40．2
〔資料出所〕　日本銀行統計局『国際比較蛍計s昭和52年6月による．
％という大幅な増加率を示している。鉱物性
燃料に至っては1973年に46％，1974年には
199％とかつて見られない大幅増加率となっ
ている。この1973年を中心とする原燃料の驚
くべき輸入増加は一つには世界景気における
同時性上昇を反映したものであり，もう一つ
には，爆発的な原燃料価格の上昇にもとつく
ものである。もちろん，重化学工業製品もこ
の48年には52％，1974年には36％とやはり増
加率は上昇したが，原燃料に比較すれぽ小さ
い，ただ軽工業品は1972年に62％，1973年に
は114％と，かつて経験したことのない大幅
な輸入増加率となっている。
　このような点から見るならぽ，輸入自体は
絶対量で見る限り，ある程度のテンポで増大
を続けてきたのであり，とくに70年代の不況
を経過したあとの世界的景気の上昇過程にお
97
いてはほとんど全ての品目についてその輸入
の増大幅が大きくなっている。完成工業製品
輸入については，その構成比率の低さがしぽ
しぼ問題になるのであるが，その増加率につ
いては必ずしも低いとは言えない。それにも
かかわらず，なお日本は依然として原燃料輸
入が中核を占める国なのである。個別の品目
についてあまり詳細に立ち入ることはここで
の目的ではないので主要商品別についての考
察はこの程度にとどめるが，総じて言えるの
は，日本の輸入構造は，アメリカや西ヨーロ
ッパ諸国のような工業国の標準的な輸入構造
からは，かなりはずれたものになっていると
いうことである。
　アメリカや西ヨーロッパ諸国における原燃
料等の輸入構成比率は日本よりははるかに小
さい。このことは，つぎの第26表および第27
表をみれぽはっきりする。1975年について見
れば，その輸入構成比率はアメリカが33．4％，
イギリスが27．1％，西ドイッが28．3％，フラ
ンスが31。3％，イタリアが40．2％であり，日
本の64．4％とは著しい対照をなしている。単
に構成比率だけではなく，金額的にみてもア
メリカが320　OSドル，イギリスが145億ドル，
西ドイツが217億ドル，フランスが167億ド
ル，イタリアが151億ドルという状況である
のに対し，日本はいずれの工業国よりも大き
く，373億ドルとなっている。原燃料の供給
国が必ずしもアメリカや西ヨーロッパ諸国に
集中しているわけではないので，これらの国
からの輸入が少ないのは当然ともいえるし，
また現状では避けることのできないものであ
る。
　12　対日批判の根底にあるもの
　過去1年間における貿易摩擦の過程におい
て，先進工業国は一斉に，それらの国からの
日本の輸入が少ないことに対して強い不満を
述べた。その強い不満の原因はこのような日
本の輸入構造にあり，こうした輸入構造が続
く限り，アメリカや西ヨーロッパ諸国の日本
に対する輸入をめぐる不満は解消される見通
しはない。もちろん，輸入の現状が，日本の
輸入構造からの必然的な結果であるからとい
って，現在の対日批判をそのまま受け流して
しまうには事態はすこぶる深刻である。日本
の資源賦存状況に基づく必然的帰結であると
して「ビナイン・ニグレクト」をきめこむに
は，そこにあまりにも重大な国際政治上の問
題があるからである。そのことを明確にする
ために，ここで日本の輸入がはかぽかしく進
展しないことに対する批判を一通り展望して
みることが必要であろう。
　もっとも潜在的にアメリカ人の心底に横た
わっている感情は，敗戦国日本が，ほとんど
すべての生産設備と食糧供給能力を失った段
階から，現在の「豊饒の時代」に立ち至る過
98
程で，アメリカの援助がどれだけ大きく貢献
してきたか，また日本が多くの保護主義的政
策をとりながらアメリカ市場に自由に生産物
を輸出することを，アメリカはいかに寛大に
許してきたか，それがいかに日本の経済復興
に役立ち，またその後における驚くべき日本
の経済発展に貢献してきたか，ということで
ある。少なくとも日本との関連で問題を論議
するような位置にある人々は，そう思ってい
る。こうした貢献に大きく依存して現在の状
況に立ち至った日本経済が，アメリカ市場を
蚕食し，世界市場においてアメリカに取って
代わろうとしていることに強い苛立ちをもっ
ている。そしてそこに，彼らが日本に十分な
輸出をおこなうことができないことに対し，
強い不満をもつことになる理由の一一eqがある。
日本と第三国市場で競争したり，第三国市場
や国内市場で消費者を奪い合う立場にない通
常の市民はそのことを意識するはずもないが，
少なくとも日本と直接，間接いずれにせよ接
触せざるを得ない立場にある企業や労働組合
は，上述したような感情をもつことになる。
　さらにもう一つの別な感情がある。それは
日本が低賃金国であるという漠然とした感情
である。日本経済の二重構造に着目する人々
は，トップ・クラスの企業における賃金水準
がその福利厚生施設や多くの給与に表現され
ない便益を含めると，かなりの水準になって
おり，他方，下請け企業は低い賃金水準と劣
悪な労働条件のもとで部品などの生産物をト
ップ・クラスの企業に供給していることを知
っている。この二重構造の存在は，トップ・
クラスの企業の賃金・労働条件を対比しても，
あまり意味のないことを示すものであるが，
下請け企業までも含めた賃金水準を労働時間
当りで考えるならば，他の先進工業国に比較
して賃金の低い国であるということになって
しまう。日本は，アメリカや西ヨーロッパ諸
国に比して驚くべき長時間労働（？）である
ことも，いまでは世界的常識である。しかし，
日本貿易の構造変化の分析（渡部）
それは日本の労働生産性が，全体としてみる
とき，アメリカや西ヨーロッパ諸国（2，3
の例外はある）のそれに及ぼないということ
の別な表現にしかすぎない。しかし現実に日
本との競争関係に立つ企業や労働組合の立場
からすれぽ，そのような全般的な労働生産性
の格差がこの賃金の格差につながるというこ
とを必ずしも認識しない。当然それは漠然と
した低賃金＝長労働時間国という印象をその
まま温存させ，日本の輸出価格の低さを，さ
して深い理由もなくそれと結びつける。日本
における長時間労働といっても，残業による
長時間労働が必ずしもすぺて文字通りの労働
でないことは日本人自身がよく知っている。
しかし少なくとも外面的に見る限り，週休一
日や継続的な残業労働は依然として低賃金の
シンポルである。
　そのように彼らは日本の労働条件を見る。
長時間労働という形をとりながら，その実態
は必ずしも長時間労働でないというような現
実を認めることは，少なくともごく限られた
人を除けば，外国人にとっては不可能なこと
であるから，彼らは低賃金と低い労働条件の
もとで，日本は安いしかも性能のよい生産物
を海外に売りまくるという印象を持つことに
なる。日本はアメリカの国内市場やヨーロッ
パの国内市場を蚕食し，それのみならず，日
本市場においても彼らを寄せ付けない理由は
これだという漠然とした感情を持っている。
　13　流通機構と行政指導をめぐる批判
　この二つの種類の感情を背景として現実の
市場を眺め回す場合に，さらにそこに付け加
えられるものが日本の異質の文化圏であると
いう事態である。具体的な形でそれが出てく
るとき，輸入政策の面で取り上げられるのが
日本の非関税障壁であり，日本の複雑な流通
機構であり，日本の官庁のおこなう行政指導
である。アメリカやヨーロッパの企業家にと
って，日本の流通機構はそれ自体非関税障壁
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と映る。日本がとくに他の国々と異なった流
通機構を持っていることは，いまや世界的な
常識とさえなっているが，この点に，ついての
不満がこれを非関税障壁と見るのである。も
ちろん，狭い意味における非関税障壁もまた
事実存在している。各種の複雑な検査基準（た
とえ，それが形式的なものであっても）や多
くの許認可事項は，確かに非関税障壁として
の役割りを果たしている。それは行政指導と
も係わりをもつものであるが，この行政指導
が日本独特の経済運営方式であると仮りに理
解するとしても，その枠組のなかで日本への
輸出を増大させるということは彼らにとって
は，きわめて厄介なことと思われるのである。
日本がその優れた生産物をより低い価格で海
外へ輸出し，各国市場を「制覇」し，かつ日
本市場をほとんど独占しているという事態を
前にして，彼らが日本へ何をどのようにして
輸出し，それを増加させるかを考えるとき，
それは絶望的とさえ見える。そこにはもちろ
ん，輸出努力の問題もあり，もし日本の市場
を真に利益のある市場だと考えるならぽ，そ
れ相応の努力を彼らが払うのは当然であろう。
しかし，彼らにとって理解し難い異質の文化
圏に属すると考えられる日本市場に有力な輸
出業者として登場することははなはだ困難で
あると考えているのである。
　さらに，日本の公然たる輪入制限政策があ
る。食料製品についての日本の輸入制限政策
は他の工業製品の世界市場における自由貿易
主義の主張と矛盾するものと思われている。
彼らの眼から見るならば，日本のような国が
なぜ牛肉の輪入を制限し，世界標準価格の10
倍もする牛肉を食べているのか，なぜオレン
ジ・ジュースの輸入を大幅に制限しているの
か，なぜクッキーなどのお菓子の輸入を制限
するのか，なぜバターやチーズなどの酪農製
品の輸入を一定限度より増やさないようにし
ているのか，彼らには理解できない。しかも
他方で多くの工業製品をアメリカやヨーロッ
パ市場に大量に輸出しているのである。彼ら
は，日本が貿易においてアンフェアな態度を
とっていると感じるようになる。そして，そ
れは漠然としたもろもろの感情の渦のなかで
日本人のずるい態度としてそれを受け止める
ようになる。変動相場制をとりながら，日本
は巧みにそれを誘導し，円がアメリカやヨー
ロッパの通貨に対して高くなることを防いで
おり，不当に輸出を伸ばし，輸入を制限して
きたと思っている。多くの行政指導も，アメ
リカや西ヨーロッパ諸国からの生産物や資本
の輸入を防ぎ，逆に日本からの輸出を増大さ
せる政府介入政策のごとくに映る。
　アメリカや西ヨーロッパ諸国における上述
したような感情や不満について，ひとつひと
つそれを反駁していくことはそれほど困難で
はないかもしれない。なぜなら，そのなかに
は誤解に基づくものが結構存在しているから
である。しかし，ひとつひとつ反駁してもな
おかつそこに最終的には納得させられないも
のが依然として残る。それは客観的事実とし
て存在している事柄，すなわち，これまでの
日本の輸出の驚くべき拡大と日本の低い輸入
水準と日本の国際収支の黒字膨張，そして外
貨準備の膨大な蓄積である。その外貨準備に
ついてさえ，最近の外国報道は日本が現在の
外貨水準の50％以上を隠し残高として持って
おり，もしその隠し残高をも加えるならば，
今よりもはるかに膨大な外貨準備をもってい
るはずだ，と分析している。もちろん，それ
についても日本側は十分それに反論すること
ができるであろう。仮りにその反論が成功し
たとしても，なお彼らはそれにもかかわらず，
公表された以上の外貨準備を保有している，
という漠然とした感情を残し，日本は小手先
の狡智な隠蔽策を講じる国だという印象を持
ち続けることになるであろう。たしかに，ひ
とつひとつの事柄について，それに反論し，
相手を説き伏せる努力をおこなうことはそれ
なりに十分な意義がある。
1QO
　しかしそれにもかかわらず，なおそれ以上
に重要なことは客観的な事実そのものの修正
をおこなうことであろう。何よりも重要なこ
とは，日本の輸入増大を図り，日本の国際収
支の黒字累積を食い止めることである。それ
がおこなわれるならぽ，個々の問題について
の不満や批判はたとえ消え去らないとしても，
それが大量に表面化し，漠然とした不満を蓄
積することはなくなるはずである。言葉によ
って表現された不満や批判に対して，言葉に
よってそれを論破することはできよう。しか
し，客観的事実を否定することはできない。
輸入政策の問題はその客観的に否定すること
のできない事実に係わっているものである。
　14　日本の景気政策と貿易不均衡の関係
　つい最近，日本の税制調査会は財政赤字の
累積を食い止めるために今や増税をおこなわ
なけれぽいけないと答申した。論議を財政の
枠内にとどめておくとき，その増税の論理自
体のなかに誤りはないかもしれない。しかし
ながら，経済学の常識はそれを疑う。なぜな
ら，経済の不況期に増税をおこなうというこ
とは景気政策の初等的なルールに反するから
である。論議を税収に限定すると，ごく普通
の経済学は，好況期においてはむしろ財政黒
字を，不況期には減税を，ということである。
好況期にはそれ以上の景気の拡大がインフレ
ーションを促進しないためにも，投資も消費
も抑制的にしていかなければならず，それに
は税の増収と財政の黒字化をはかることが必
要だからである。不況期には，沈滞している
投資や消費を拡大するために減税をおこなう
ことによって，支出意欲を掻き立てるという
筋道である。アメリカや西ヨーロッパの企業
家や政府が，日本がこの段階で増税政策を考
えるということを聞いたときに，どのように
反応するかは自明のことであろう。
　伝統的な，あるいは正統的な立場からいう
ならぽ，このような不況期において貿易収支
日本貿易の構造変化の分析（渡部）
の大幅な黒字を是正するには，景気を刺激し，
国内需要を拡大し，それによって輸入を増加
させる以外にない。この国内需要の拡大政策
は，現在までのところ先頃の増税アドバルー
ンに見られるごとく，あまり真剣に政策実行
の対象となっていないことは明白である。新
聞紙上には，幾度か政府のそのような需要拡
大政策についてのプランが報道されたが，見
るべき効果はあがっていない。事実，それほ
ど需要拡大のための財政支出の増大が実行さ
れていないからである。かつて1965年の不況
期に，財政均衡主義を守るために赤字財政に
よる景気刺激を極度に渋った時期があった。
結局はその均衡主義は守り切れず，国債発行
に踏み切り，ようやく景気は立ち直った。現
在その頃と同じ状況が生じ，国債比率30％堅
持という考えが財政支出の増大と減税の歯止
めとなり，不況からの脱却をおくらせてきた。
国債比率30％のライン堅持は文字通り先の均
衡財政主義に対応するものとなり，その壁を
破ることなしには，日本の経済を浮上させ，
輸入を充分に増大させることは不可能な状況
になってきた。もちろん，なお数年間を待つ
ことができるならぽ，現在のままでもやが七
は景気が拡大していくであろう。問題は国際
環境に対する配慮を優先させなけれぽならな
い状況になっていることである。このような
状況では，やがて回復するであろう景気を待
つことはできない。この国内需要拡大政策の
立ち遅れは，日本の輸入増大を著しく妨げて
いる。
　もうひとつの伝統的でかつ正統的な政策は
為替レートの切上げである。もはや，これに
ついては論じるまでもないほど為替レートは
切り上げられてきた。過去2年の間に急速に
為替レートは切り上げられてきた。しかも，
この為替レートの切上げは対日批判が激しく
なるとともに実行されてきたという事実があ
る。しかも為替レートの切上げはつねに国内
経済に対してデフレーション圧力を持ってい
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る。したがって，これだけの為替レートの切
上げが進行している限り，需要拡大政策をと
らなけれぽ，国内経済の拡大は水をさされる
であろう。そして，需要拡大が遅れれぽ遅れ
るほど，それは輸入増大を妨げ，輸出ドライ
ブによる輸出拡大を促し，貿易収支の黒字幅
を拡大し，国際的摩擦を大きくする。とどの
つまりは，その需要拡大の遅れは為替レート
へ嫉寄せされる。海外の報道のなかには，日
本の為替レートは220円くらいが妥当である
と言っているのもあるが，日本が十分な需要
拡大政策のもとでノーマルな経済成長のプロ
セスにみったとき監35g∫日．さえ妥当なところ
であるかどうかわからない。これまでのとこ
ろ，不均衡の調整が円為替レートー本に絞ら
れている観があるが，この為替レートの急速
な円高現象は需要拡大政策の失敗の帰結にほ
かならないのである。
　この点に関連して言及しておくぺきことは，
為替レートと経済成長率との間には，国際収
支を媒介としてトレード・オフの関係が成り
たっていることである。これをグラフに示す
とつぎの第5図のようになる。これは横軸に
経済成長率（g）をはかり，縦軸に為替レート
（r）をはかっている。一国の貿易構造にとく
に変化がなく，また資本収支や移転収支にお
ける相殺的変化がなければ，この両者の関係
は第2図に示すように，右下りの曲線によっ
て示される。もし高い成長率を実現するなら
ぽ，国際収支は悪化し，為替レー5は円安（ド
ル高）となる。たとえぽB点がそのような組
合せを示す。これにたいし，もし低い成長率
を実現するならぽ，国際収支は大幅黒字とな
り，為替レートは円高（ドル安）となる。た
とえぽA点となる。もしあまりにも円高とな
るのをさけたいとするならば，成長率をA点
におけるよりも高めなければならないであろ
う。しかし，もしあまり高い成長率を，イン
フレーションなどの理由からさけたいという
のであれぽ，ある程度の円高はやむをえない
『
O
．
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第5図
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ことになる。二つの配慮は，たとえばC点に
あるような組合せを選択することになるかも
しれない。国によつて，この両者のトレード
・オフの関係を示すTT’曲線の勾配と位置
は異なるから，互いに異なったトレード・オ
フの関係をもつ二つの国について，成長率や
為替レー・一一トをとりあげて単純に比較してもあ
まり意味がないことになる。それぞれの国に
ついて成長率と為替レートのある適当な組合
せが存在するのである。そのいずれの点を適
当とみるかは，∴それぞれの国のおかれている
国際経済上の位置や国内の労働市場のあり方
（雇用。失業の状況）や産業構造（どの・よう
な輸出入構成をとっているか）など，多様な
要因に依存する。したがって，もし円高がは
なはだ困った事態であるとの判断があるなら
ば，それは，経済成長率の低いことの結果に
ほかならないのである。日本の需要拡大政策
の遅れと急速な円高現象とは，日本の国際収
支構造や貿易構造を媒介とした，両者のトレ
ード。オフの関係の必然的な所産ということ
になるのは，上記の理由によるものである。
　15　為替政策と関税政策
　ともかく為替レートは大幅に切り上げられ
てきた。しかし輸入はそれほど増大はしてい
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ない。需要拡大が仮りにないとしても，（じ
つはむしろ為替レートの大幅切上げの結果と
して需要は沈滞化するのだが），これだけ大
幅な為替レートの切上げがあれば，当然価格
効果の面から見ても輸入の増大は期待しうる
はずのものであるが，この為替レートの増大
による輸入価格（円表示）での下落は水際に
おいてのみ存在しており，国内市場では必ず
しもそうなっていない。日本の流通機構が姐
上に乗せられるのはこの点に関連してである。
少なくともこの点は日本の国内問題としても
重大である。今なお国内販売価格は1ドル＝
400円のレートで換算しているという例さえ
ある。　もし国内販売価格が1ドル＝400円前
後で換算されているとするならぽ，たとえ為
替市場における円高現象が実質18％ほどの大
幅な切上げとなっても，輸入が増大するはず
がない。この点はとくに輸入消費財や輸入食
料についてひどく，レート切上げが価格へつ
ながっていない。石油にみられるごとく，輸
入生産財に関しては必ずしもそうではない。
為替レートの切上げが輸入増大につながるべ
きであるとするならぽ，輸入製品の国内販売
価格はそれが消費財であれ，食料品であれ，
あるいは生産財であれ，当然低下するはずで
ある。これは日本の市場にカルテル要素がっ
よく存在していることを示す。いまや日本の
流通機構に大幅なメスを入れなければならな
い段階にある。それには海外の輸出業者の努
力が一面では要求される。日本に総代理店を
置き，それに一手販売させているような独占
的な措置を講じている限り，海外の輸出業者
は日本に大量の輸出をおこなうことは不可能
である。
　もっとも，日本の工業製品とくに機械工業
製品に関していうならぽ，日本の機械はその
性能においても品質においても優秀であり，
種類においても豊富であり，しかもほとんど
必要とする総ての機種を揃えており，十分な
生産設備をもつために，別に海外から輸入す
日本貿易の構造変化の分析（渡部）
る必然性があまりない。しかし，それも為替
レートとの関係において変化しうるものであ
る。この点は，長期的には先進工業国間にお
ける水平分業の問題でもあり，また同時にそ
れは日本における生産の二重構造の解消問題
とも関連がある。しかしながら，水平分業体
制の必要性は十分認めているとしても，短期
的な問題としてこれは取り上げることは難し
いし，仮りに水平分業体制についての十分な
青写真ができ上がっても，実際にそれが効果
を発揮するまでには相当の時間が必要である。
　さらに，日本の輸入政策を支えている各種
の制度的な諸条件の改善問題がある。輸入と
密接に関連する為替管理がそれである。為替
管理の撤廃問題は日本の国際収支が黒字基調
に転化した頃から，しだいに論議の対象とな
ってきたものであるが，大幅な黒字累積と大
幅な円高の事態にいたっても，この為替管理
の簡素化と自由化は遅々として進んでいない。
アメリカや西ヨーロッパ諸国から見るならば，
これはむしろ驚くべきことであろう。現在の
為替制度や繁雑な許認可事項は輸出に有利に，
輸入に不利になっているという実態は，意図
された非関税障壁とみられている。関税引下
げにしても，これを多角的な関税交渉の場の
取引手段として使用するという配慮があまり
に優先している観がある。そのような判断は
外交折衝の立場から見るならぽ当然かもしれ
ない。しかし，現在のような状況で一方的に
関税を引き下げることは日本の利益にかなっ
ていることもまた事実である。しかもそれを
交渉における手段として何らかの配慮を相手
に要求することは可能なことのように思われ
る。仮りにそれを交渉の手段として利用する
ことができないとしても，一方的な関税引下
げは，日本にたいする国際的評価を高めるこ
とは確実であり，また，国内的視点から見て
も有利なことである。関税引下げは，それだ
け国内価格を引き下げる作業を持つからであ
る。関税の引下げは，為替レートの引下げに
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換算すれば微々たるものと言われているが，
もしそうであるとすれば，なおのこと一方的
な関税引下げは国際的評価の視点から見ても，
また日本の輸入努力のデモンストレーション
としても，きわめて有利な手段である。さら
に，関税引下げが為替レートの切上げよりも，
つねに重大な影響をもつという，意識されな
い誤解も問題である。為替レート切上げが実
質18％にもおよぶといわれる現在のような円
高状況を見るならぽ，関税引下げよりもはる
かに重大な影響を持つ。
　日本の貿易が一つの転機をむかえることに
なったのは，工業国との構造的な貿易不均衡
に直面して，輸入政策や為替政策，さらには
国内需要政策が再検当をせまられた，という
点にも関連しているのである。
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